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1 緒言
合宿は数日から数ヶ月単位で同一集団のみあるいは
他の団体と合同で開催され， r心・技・体jを試すこ
とや強化のために綴人および集問に対して行われる.
合宿の時期・期間固目的は異なるがり，合宿参加中に
蓄積される「疲労jは日常のトレーニング以上に多く
なる.疲労は脳の疲労である「中怒性jのものと筋肉
の疲労である I末梢性jのものとに分類され2) これ
らの疲労を測定するものとして，視覚を利用したフリ
ッカーテストや各種の体力的重要素を用いたものが行わ
れている 1，3-5) 大学男子バレーボール選手を対象とし
て合宿参加中における形態・運動機能や自覚症状の変
化を見ると，体重の減少は合宿中の練習{トレーニン
グ}によるものであり，その影響は裂回まで持ち越さ
れず，敏捷性を計る反復横跳びの回数にも変化はみら
れていない.しかし，瞬発力やパワーの指擦となる垂
直跳びの高さは低下しp 自覚症状として筋肉や鍵が痛
む，眠りたい，脱カ感があるといった回答が多くなる
ことが報告されている的.また，対象が女子大学パレ
ーポー)~選手の場合では，筋力の指標となる握力は低
下し，自覚的疲労については合宿参加直後に高くなり
中間期にはあまり変化はないものの合宿最終日には初
日と同程度にまで回復をしていた日
心理的要素を図るものとして円本体育協会が作成し
た体協競技意欲検査 (TaikyoSports Motlvat!on 
Inventory: TSMI)がありとれは146項目17の下位尺
度によって構成されているが質問項目数が多いため選
手への負担が大きい.また，スポーツ選手に対して，
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緊張，掬うつ，怒り，活気，疲労，混乱の自つの因子
を照いた気分プロフィール検査 (Profi1e01 Mood 
States: POMS)が用いられることがあるが，これは
精神科医によって神経症などの病理を見つけるために
作成されているため，スポーツ選手に使うと競技によ
っては魚の印象を作り出す傾向があると指摘されてい
るe人一方で，心理的コンディション診断テスト
(Psychological Condition Inventory: PCI) は5宮項
目で7つの尺度{一般的活気，技術効力感，闘志，期
待認知，情緒的安定感，競技失敗不安，疲労感)を検
査する心理テストとなっており， PCIを舟いて各種ス
ポーツに対しての研究報告がされている 1-14)圃
ぞとこでB 本研究ではバレーボール競技水準の高い大
学が集まって行われる春季合同合宿に参加することで
心理状態がどのように変化をするのかPCIを用いて明
らかにするζとを目的とした.
2.方法
1)対象
九州の大学一部リーグ女子バレーボール宮容に所属す
る18名を対象とし，レギュラー群(骨名)と準レギュ
ラー群 (9名)の2群に分類した a 参加者には事前に
検査内容について説明をして同意を得た.
2)質問項閤
59項目7尺度からなる「心理的コンディション診断
テスト (PsychologicalCondition lnventory: PCI) J 
をmいて， r全くあてはまらないjから「よくあては
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まる」までの5件法を用いた.回答には自由速度法を
用いそれぞれをT得点化した.
3)調査時期
2009年度末に行われた rSAKURACAMP 2010J 
(参加大学:関東・東北各学連1部1位校を含む全11
校)の合宿参加前日，合宿最終日，および合宿終了1
週間後の計3回検査を行った.
2)合宿前・後，合宿終了1週間後におけるレギュラ
一・準レギュラ一群の各心理的コンディション得
点の比較
「闘志」は，レギュラ一群の合宿前:59.1士5.7点，
合宿後:62.4:1:4.2点，合宿終了1週間後:61.5土4.4
点，準レギュラ一群の合宿前:48.9士7.8点，合宿
後:50.3:17.2点，合宿終了1週間後:51.0:19.1点で
期間を通じてレギュラ一群の方が高い得点を示した
(群間差:p<O.ool) (図2.).r期待認知」は，レギュ
4)統計解析
合宿前の2群聞の比較には対応のないt検定を用いた 80
合宿前・後の比較には群(レギュラ一群，準レギュラ 70 
一群)と時間(合宿前，合宿後，合宿終了1週間後)
の2つを要因とした二元配置分散分析を用いた.合宿
参加によるPCI各項目の変化には一元配置分散分析を
用いた.有意水準はα=0.05とした
3.結果
1)合宿前における各心理的コンディション得点のレ
ギュラー・準レギュラ一群の比較
「一般的活気」は，レギュラ一群:59.2:16.4点，準
レギュラ一群:51.1:1 10.5点でレギュラ一群の方が
14%高い得点を示す傾向であった (p=0.07).r技術効
力感」は，レギュラ一群:57.6:110.2点，準レギュラ
一群:46.4:1: 12.3点でレギュラ一群の方が19%高い得
点を示した (p<0.05). r闘志Jは，レギュラ一群:
59.1 :15.7点，準レギュラ一群:48.9:17.8点でレギュ
ラ一群の方が17%高い得点を示した (p<O.ol). r情緒
的安定感」は， レギュラ一群:55.3士8.6点，準レギ
ュラ一群:44.4:1:8.8点でレギュラ一群の方が20%高
い得点を示した (p<0.05) (図1.). r期待認知，競技
失敗不安，疲労感」の各項目については両群間で同程
度の得点を示した (NS).
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図1.合宿前における心理的コンデイションのコンディションの比較
*: p<O.05，柿:p<O.Ol， #:p=O.07 
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図2.合宿参加による「闘志」尺度得点の変化
群間差:p=O.OOl 
ラ一群の合宿前:54.5:111.4点，合宿後:56.0:19.9 
点，合宿終了1週間後:55.8:19.4点，準レギュラ一群
の合宿前:46.1:18.8点，合宿後:47.6:19.9点，合宿
終了1週間後:46.6:19.4点で期間を通じてレギュラ一
群の方が高い得点を示す傾向であった(群間差:
p=0.060) (図3.).r情緒的安定感Jは，レギュラ一群
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図3.合宿参加による「期待認知」尺度得点の変化
群閲差:p=O.060 
の合宿前:55.4:1:8.6点，合宿後:48.8:15.7点，合宿
終了1週間後:51.8:17.6点，準レギュラ一群の合宿
前:44.4:1:8.8点，合宿後:45.1:17.4点，合宿終了1
があることが指摘されている 6) 一方で，心理的コン
ディション診断テスト (PsychologicalCondition 
Inventory: PCI)は59項目で7つの尺度(一般的活気，
技術効力感，闘志，期待認知，情緒的安定感，競技失
敗不安，疲労感)を検査する心理テストであり，この
PCIを用いて各種スポーツに対して心理的能力の調査
がなされている 7-14) 年間に春と秋に2つのリーグ戦
が行われる大学女子バレーボール選手を対象として，
「心理的コンディション診断テスト (Psychological
Condition Inventory: PCI) Jや「心理的競技能力診断
検査 (DiagnosticInventory of Psychological 
Competitive Ability for Athletes: DIPCA.3) Jを用い
て長期的に対象者の変化をみているものによると，
「技術効力感」尺度と「競技失敗不安J尺度との聞に
は連動性があることが指摘されている.さらに秋期シ
ーズン終了後は春期に比べて「競技失敗不安J尺度得
点が高くなったが， I技術効力感J尺度は春期と異な
りシーズン中には変化が見られないもののシーズン終
了後には下降傾向が示されている.この対象者群はブ
ロック大会で春期にはセット数を1つも落とさず，ま
た秋期には5セットは落としたものの，リーグ戦で1
位を獲得する強豪校であった刈.本対象のレギュラ一
群は準レギュラ一群と比べて合宿前の時点においては
「一般的活気」尺度得点が高い傾向を示し， I技術効
力感，闘志，情緒的安定感J尺度得点が高かった(図
1.).さらに，合宿前後を通じて， I闘志，期待認知，
情緒的安定感」尺度得点が準レギュラ一群と比べて高
いことから，監督や周囲からの期待に応えようとする
姿勢や対戦校との競争に適していることが考えられる
一方で，準レギュラ一群は試合に出場する機会が少な
いからという負の考えがあることや心理面の弱点が確
認され，その強化の必要性がある(図2""'4.).また，
「技術効力感」尺度得点が向上したこと(図5.)は自
らの実力が他に通じたことを認識あるいは日頃のトレ
ーニングの確認を出来たことによるものと推察され
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週間後:46.9:t9.0点で期間を通じてレギュラ一群の
方が高い得点を示した(群間差:p=0.030) (図4.).
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図4.合宿参加による「情緒的安定感」尺度得点の変化
群間差:p=O.030 
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3)合宿参加による各心理的コンディション得点の変
化
合宿終了1週間後における
(p<0.05) ，合宿終了後には
かった(図5.).
「技術効力感」は向上し
「疲労感J(pく0.01)が高
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図5.合宿参加による心理的コンディションの変化
技術効力感:p<O.05，疲労感:p<O.Ol 
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まとめ
1)合宿前後での心理状態変化について「心理的コン
ディション診断テスト (PsychologicalCondition 
Inventory: PCI) Jを使用してレギュラ一群と準レ
ギュラ一群とに分けて比較をすると，レギュラ一群
の方が準レギュラ一群に比べて「闘志，期待認知，
情緒的安定感J尺度得点が高かった.
る.
5. 
日本体育協会が作成した体協競技意欲検査
(Taikyo Sports Motivation Inventory: TSMI)は
146項目17の下位尺度によって構成されているが質問
項目数が多いために選手への負担が大きく，スポーツ
選手に対して， I緊張，抑うつ，怒り，活気，疲労，
混乱」の6つの因子を用いた気分プロフィール検査
(Profile of Mood States: POMS)が用いられること
があるが，もともとは精神科医によって神経症などの
病理を見つけるために作成されているため，スポーツ
選手に使うと競技によっては負の印象を作り出す傾向
18 大}I 昌宏他
2)合宿後にはPCI尺度の「疲労感j得点は増加する
ことに加え，自ら(自チーム〉のカが他{総チー
ム)に適用することを認識することで「技術効力
感j得点が増加することが示された.
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